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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
経
済
を
成
長
さ
せ
る
の
か
？

須　

藤　

時　

仁

は
じ
め
に

　

か
つ
て
Ｊ
．Ａ
．シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ

そ
が
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
一

九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
の
普

及
・
向
上
に
始
ま
り
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
セ
ン

サ
ー
技
術
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
技
術
、
再
生
医
療
技
術

な
ど
の
進
歩
は
加
速
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
長
期
停
滞
論
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
日
本
の
み
な
ら
ず
主
要
先
進
国
の
経
済
成
長
率
が

低
迷
し
、
同
時
に
金
利
も
低
迷
し
続
け
て
い
る
の
は
な
ぜ

な
の
だ
ろ
う
か
。

　

経
済
の
長
期
停
滞
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
需
要
面
、
供

給
面
、
金
融
面
か
ら
多
く
の
研
究
者
や
実
務
家
が
所
説
を

展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
経
済
、
さ
ら
に
は
金
利
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
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一
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
二
類
型

⑴
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
の
論
理

　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
は
『
経
済
発
展
の
理
論
』
の
な
か
で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
と
示

唆
し
た
。
誤
解
を
恐
れ
ず
そ
の
要
点
を
ま
と
め
れ
ば
、
次

の
よ
う
な
展
開
と
な
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（「
新
結
合
の
遂
行
」）
は
、
安
定
し

た
経
済
状
態
に
対
し
て
新
た
な
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と
に

よ
り
、
直
接
的
な
経
済
の
拡
張
要
因
と
な
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
か
ら
生
じ
た
生
産
拡
大
が
賃
金
な
ど
生
産
要
素
価
格

の
上
昇
な
ど
に
結
び
つ
く
と
、
消
費
財
と
投
資
財
の
需
要

が
一
層
拡
大
し
間
接
的
経
済
拡
張
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た

直
接
・
間
接
の
経
路
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
経
済

発
展
の
原
動
力
と
な
る
。

　

し
か
し
、
企
業
者
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
に
は
生
産
設
備
と
労
働
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
も
そ
も

そ
れ
ら
を
揃
え
る
た
め
の
資
金
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ

で
、
必
要
な
資
金
を
銀
行
、
投
資
家
な
ど
の
外
部
か
ら
調

達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
調
達
し
た
外
部
資
金
に
対
す
る
利
払
い
や
元

本
返
済
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
得
た
企
業
者
利
潤

（
売
り
上
げ
か
ら
賃
金
な
ど
の
生
産
に
要
し
た
費
用
を
差

し
引
い
た
後
に
残
る
超
過
利
潤
）
が
源
泉
に
な
る
。

　

こ
の
論
理
か
ら
す
る
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し

て
い
る
社
会
ほ
ど
経
済
は
発
展
し
、
金
利
も
高
く
な
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
現
実
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

加
速
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
経
済

の
長
期
停
滞
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
類
型

　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
は
『
経
済
発
展
の
理
論
』
の
中
で
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
①
新
し
い
財
貨
の
生
産
、
②
新
し
い
生
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産
方
法
や
商
品
の
新
し
い
商
業
的
取
扱
方
法
の
導
入
、
③

新
し
い
販
路
の
開
拓
、
④
原
料
あ
る
い
は
半
製
品
の
新
し

い
供
給
源
の
獲
得
、
⑤
新
し
い
組
織
の
実
現
の
五
類
型
に

分
類
し
た
。

　

こ
れ
ら
五
つ
の
類
型
は
、（
Ａ
）
新
商
品
・
新
市
場
の

開
拓
に
係
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
（
Ｂ
）
生
産
・
流
通
に

か
か
わ
る
既
存
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
係
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
二
つ
に
集
約
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下

で
は
（
Ａ
）
を
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、

（
Ｂ
）
を
「
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
。

　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
が
掲
げ
た
①
か
ら
⑤
の
中
で
、
①
と
③

が
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
分
類
さ
れ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
石
炭
か
ら
原
油
へ
の

原
材
料
の
変
化
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
開
発
に
結
び
つ

い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
生
産
面
に
関
し
て
は
プ
ロ

ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
よ
う
。

　

一
方
、
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
②
と
⑤
が

分
類
さ
れ
よ
う
。
②
に
つ
い
て
は
、
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン

方
式
（
リ
ー
ン
生
産
シ
ス
テ
ム
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

日
本
製
造
業
の
得
意
分
野
で
あ
る
。
ま
た
、
流
通
面
で

も
、
販
路
が
個
人
商
店
か
ら
ス
ー
パ
ー
や
家
電
量
販
店
、

さ
ら
に
は
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
に
変
化
す
る
こ
と
は
、

⑤
と
も
重
複
す
る
が
②
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

　

半
導
体
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
分
離
し

て
一
社
ま
た
は
少
数
の
製
造
企
業
に
集
約
す
る
プ
ロ
セ
ス

は
、
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
⑤
の
典
型

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
④
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
集
積
回
路
の
集
積
度
向
上
に
よ

る
製
造
コ
ス
ト
の
低
下
や
海
外
企
業
と
の
提
携
な
ど
は
プ

ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
④
に
該
当
す
る
。

⑶
　
消
費
者
余
剰
と
生
産
者
余
剰

　

こ
の
よ
う
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
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の
二
つ
に
分
類
し
た
の
は
、
後
述
す
る
日
本
の
経
験
で
示

さ
れ
る
よ
う
に
各
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
消
費
者
余
剰
と
生

産
者
余
剰
に
与
え
る
影
響
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
は
経
済
成
長
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
で
、
生
産
者
余
剰
と
は
価
格
と
人
件
費
な
ど
の
生

産
コ
ス
ト
と
の
差
、
つ
ま
り
生
産
者
の
利
潤
を
い
う
。
し

た
が
っ
て
、
生
産
者
余
剰
は
金
額
で
示
す
こ
と
が
で
き
、

実
際
に
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
推
計
す
る
過
程
で
把

握
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
消
費
者
余
剰
と
は
、
消
費
者
の
「
支
払
意
思

額
」
と
購
入
価
格
と
の
差
を
い
う
。
こ
こ
で
、
支
払
意
思

額
と
は
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
「
支
払
っ
て
も

よ
い
と
判
断
す
る
価
格
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
消
費
者
の
そ

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
価
値
観
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
消
費
者
余
剰
は
価
値
観
と
実
際
の
購
入
価
格
の

差
で
あ
る
か
ら
、
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
あ

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
消
費
者
が
抱
く
「
お
買
い

得
感
」
ま
た
は
「
顧
客
満
足
度
」
を
表
す
。
こ
の
た
め
金

額
に
換
算
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
も
反
映
さ
れ

な
い
。

　

な
お
、
消
費
者
余
剰
と
し
て
現
れ
る
満
足
度
の
中
に

は
、
例
え
ば
、
商
店
街
で
一
件
一
件
回
っ
て
買
い
物
を
す

る
よ
り
大
型
ス
ー
パ
ー
一
か
所
で
ま
と
め
て
買
え
る
場
合

の
よ
う
に
価
格
以
外
の
利
便
性
も
含
ま
れ
よ
う
。

　

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
い
ず
れ
も
生
産
者
余
剰
と
消
費
者
余
剰
の

両
方
に
影
響
を
与
え
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
産
者
余
剰
に
、
プ

ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
消
費
者
余
剰
に
よ
り
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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二�

、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ

⑴
　
日
本
経
済
の
体
質
変
化

　

日
本
経
済
の
潜
在
的
な
成
長
力
を
長
期
的
に
み
る
た
め

に
、
一
人
当
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
五
年
移
動
平
均

と
、
コ
ー
ル
レ
ー
ト
か
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
の
前
年
比

を
差
し
引
い
て
計
算
し
た
実
質
金
利
を
自
然
利
子
率
（
中

立
金
利
）
と
み
な
し
、
そ
の
五
年
移
動
平
均
を
図
示
し
た

の
が
図
表
１
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
七
〇
年
代
半
ば
を

境
に
潜
在
的
な
成
長
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。

　

さ
ら
に
、
法
人
企
業
統
計
ベ
ー
ス
で
労
働
分
配
率
を
み

る
と
、
七
五
年
度
ま
で
は
上
昇
基
調
に
あ
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
以
降
は
完
全
に
頭
打
ち
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
指
標

か
ら
も
、
七
〇
年
代
半
ば
を
境
に
経
済
の
体
質
が
完
全
に

図表１　日本経済の潜在成長率と構造変化

（注）�　１．実質 GDP 成長率とコールレート（実質）は５年移動平均。
　　　２�．実質 GDP 成長率と労働分配率は年度ベース。コールレート（実質）

は暦年ベース。
〔出所〕　�内閣府「国民経済計算」、総務省統計局「人口推計（各年10月１日現在

人口）」、財務省「法人企業統計年報」、日本統計協会「日本長期統計総覧
第３巻（表11－７）」、日本銀行ホームページに掲載の統計より作成。
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変
化
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
観
察
か
ら
、
本
稿
で
は
七
〇
年
代
半
ば
を
境
に

日
本
経
済
の
体
質
が
変
化
し
た
と
判
断
し
、
以
下
で
は
高

度
成
長
期
と
そ
れ
以
降
（
安
定
成
長
期
以
降
）
と
に
分
け

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
と
そ
の
経
済
へ
の
影
響
を
考

え
て
い
く
。

　

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
高
度
成
長
期
に
は
プ
ロ
ダ
ク

ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
安
定
成
長

期
以
降
は
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
重
心
が
移
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
日
本
経
済
の

体
質
は
成
長
志
向
に
支
え
ら
れ
た
「
足
し
算
経
済
」
か
ら

効
率
を
重
視
す
る
「
引
き
算
経
済
」
に
移
行
し
た
た
め
、

潜
在
的
な
成
長
力
が
低
下
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
自
然
利
子

率
も
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

⑵�

　
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
中
心
の
時
代
―
高

度
成
長
期

　

戦
後
か
ら
今
日
ま
で
新
し
く
登
場
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
は
多
々
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ

Ｐ
Ｉ
）
に
追
加
さ
れ
た
主
な
品
目
を
み
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。
Ｃ
Ｐ
Ｉ
に
追
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
な

り
に
普
及
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
関
係
の
新
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
は
考
慮
し
な
い
。

　

高
度
成
長
期
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
て
耐
久
消
費
財

が
追
加
さ
れ
る
割
合
が
そ
れ
以
降
の
時
期
よ
り
高
か
っ

た
。
そ
の
中
に
は
、
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
六
〇
年
代
半
ば

に
普
及
し
た
「
三
種
の
神
器
（
白
黒
テ
レ
ビ
、
電
気
洗
濯

機
、
電
気
冷
蔵
庫
）」、
六
〇
年
代
半
ば
以
降
に
普
及
し
た

「
3
Ｃ
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
、
乗
用

車
）」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
耐
久
消
費
財
は
、
戦
前
に
存
在
し
な
か
っ
た
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ま
た
は
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
、
さ
ら
に

は
家
事
労
働
や
家
庭
娯
楽
の
面
で
生
活
の
質
を
著
し
く
改

善
す
る
商
品
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ま
さ
に
商
品
面
で
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
表
し
て
い
る
。

　

一
方
、
流
通
面
で
は
、
工
業
製
品
の
輸
出
が
拡
大
し
た

点
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
だ
。
し
か

し
、
国
内
流
通
面
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま

た
は
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
ほ
ど
の
革

新
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
国
内
販
売
が
家
電
メ
ー

カ
ー
の
系
列
販
売
店
を
通
じ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
個

人
商
店
型
の
販
売
ル
ー
ト
が
維
持
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
価
格
は
生
産
者
が
決
め
る
（
売
り
手
独
占
）
と

い
う
大
企
業
に
よ
る
生
産
者
独
占
の
時
代
だ
っ
た
こ
と
を

象
徴
し
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
が
、
前
節
で
説
明
し
た
生
産
者

余
剰
と
消
費
者
余
剰
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
図
解
し
た
の
が
図
表
２
（
Ａ
）
で

新商品等の導入時

支払意思額

生産費

（A）プロダクト・イノベーション（売り手独占）

イノベーション進展後

卸売価格

販売価格

（B）プロセス・イノベーション（買い手独占）

当初普及後

A：生産コスト B：生産者余剰（生産者） C：生産者余剰（流通業者） D：消費者余剰

図表２　イノベーションと生産者余剰・消費者余剰の変化

（注）�　卸売価格には流通業者のコストを含む。
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あ
る
。

　

新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
当
初
は
高
価
格
が
設
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
開
発
費
用
を
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

上
に
ユ
ー
ザ
ー
が
少
な
く
単
位
当
り
の
固
定
費
用
が
大
き

く
な
る
た
め
、
生
産
コ
ス
ト
も
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
消

費
者
余
剰
、
生
産
者
余
剰
（
生
産
者
、
流
通
業
者
）
と
も

大
き
く
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
す
る
に
つ

れ
て
、
単
位
当
り
の
固
定
費
が
下
が
る
た
め
生
産
コ
ス
ト

は
大
き
く
低
下
す
る
一
方
で
、
こ
の
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
市
場
に
他
の
企
業
が
参
入
し
て
く
れ
ば
、
競
争
に
よ
り

販
売
価
格
も
下
落
し
て
こ
よ
う
。
た
だ
し
、
生
産
者
側
は

売
り
手
独
占
で
卸
売
価
格
が
決
定
で
き
る
た
め
販
売
価
格

の
下
落
幅
は
限
定
的
で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
主
と
し
て
流

通
業
者
が
こ
う
む
る
こ
と
と
な
る
。

　

新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
と
そ
の
普
及
の
過
程
で
、

販
売
価
格
の
下
落
幅
よ
り
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
幅
の
方
が

大
き
い
た
め
生
産
者
余
剰
は
生
産
者
側
の
余
剰
を
中
心
に

大
き
く
拡
大
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
者
余
剰
の
拡
大
が
毎
年
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
押
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
高
水
準
の
生
産
者
余
剰
か

ら
高
い
利
払
い
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

こ
そ
が
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
が
本
来
想
定
し
た
「
経
済
発
展

過
程
」
で
あ
り
、
成
長
志
向
の
「
足
し
算
経
済
」
で
あ

る
。

　

一
方
、
消
費
者
側
も
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
過

程
で
消
費
者
の
支
払
意
思
額
が
不
変
と
す
れ
ば
、
販
売
価

格
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
消
費
者
余
剰
は
拡
大

す
る
。

　

実
際
、
こ
の
時
代
は
売
り
手
独
占
の
力
が
強
か
っ
た
た

め
販
売
価
格
の
低
下
は
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
新
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
拡
大
に
よ
り
生
産
性
も
改
善
し
、

そ
れ
が
従
業
員
の
賃
金
上
昇
に
反
映
さ
れ
た
。
こ
の
結

果
、
こ
の
時
代
の
新
商
品
は
生
活
の
質
を
劇
的
に
改
善
す
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る
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
消
費
者
の
支
払
意
思
額
も

高
水
準
が
維
持
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
限
定
的
な
価
格
低
下
で
も
消
費
者
余
剰
の
増

加
は
相
応
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶�

　
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
中
心
の
時
代
―
安
定

成
長
期
以
降

　

安
定
成
長
期
以
降
に
お
け
る
大
き
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ビ
デ
オ
レ
コ
ー

ダ
ー
（
Ｖ
Ｔ
Ｒ
）
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
登

場
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
新
商
品
を
高
度
成
長
期

に
登
場
し
た
新
商
品
と
比
べ
る
と
、
二
つ
の
特
徴
が
見
出

せ
る
。
一
つ
は
「
節
約
・
効
率
化
」
を
強
く
志
向
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ピ
ー
機
を
は
じ
め
と
し
た
オ
フ
ィ

ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｏ
Ａ
）
機
器
は
、
事
務
処
理

労
力
を
節
約
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
、
普
及
し
た
。
ま

た
、
プ
リ
ン
タ
ー
複
合
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
典
型
的

な
複
数
の
機
能
の
複
合
化
は
、
製
造
の
み
な
ら
ず
利
用
の

効
率
化
を
追
求
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
の
特
徴
は
従
来
品
の
代
替
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
携
帯
電
話
（
固
定
電
話
の
代
替
、
以
下
同
じ
）、

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
）
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
安
定
成
長
期
以
降
に
お

け
る
新
商
品
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
高

度
成
長
期
の
そ
れ
に
比
べ
て
経
済
の
潜
在
成
長
力
へ
の
影

響
力
は
弱
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
商
品
面
で
は

ム
ー
ア
の
法
則
（
集
積
回
路
上
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
数
は

一
・
五
～
二
年
ご
と
に
二
倍
に
な
る
）
に
支
え
ら
れ
た
製

造
コ
ス
ト
の
劇
的
な
低
下
や
、
工
場
に
お
け
る
製
造
工
程

の
自
動
化
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
影

響
力
の
方
が
大
き
い
。

　

一
方
、
流
通
面
で
は
、
国
内
流
通
に
お
い
て
大
き
な
プ
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ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
た
。
そ
れ
を
主
導
し

た
の
は
、
以
下
に
掲
げ
る
特
徴
を
持
つ
大
手
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
大
手
流
通
業
者
の
登
場
と
拡
大
で
あ

る
。

　

大
手
流
通
業
者
に
は
、
①
複
数
メ
ー
カ
ー
の
商
品
の
取

り
扱
い
、
②
同
一
店
舗
ま
た
は
敷
地
内
で
の
食
料
品
か
ら

家
電
製
品
（
場
合
に
よ
っ
て
は
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
サ
ー
ビ

ス
）
ま
で
の
幅
広
い
商
品
の
取
り
扱
い
、
③
大
手
流
通
業

者
間
で
激
し
い
価
格
競
争
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
特
徴
に
よ
り
、
価
格
の
決
定
権
が
高
度
成
長
期
の
生

産
者
か
ら
流
通
業
者
に
移
り
、
買
い
手
独
占
の
時
代
に

移
っ
た
と
い
う
意
味
で
大
き
な
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
が
生
産
者
余
剰
と
消
費
者
余
剰

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
表

２
（
Ｂ
）
に
即
し
て
説
明
し
よ
う
。

　

前
述
し
た
特
徴
①
と
②
か
ら
、
大
手
流
通
業
者
は
個
人

商
店
よ
り
集
客
力
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
者
は

大
手
流
通
業
者
で
自
社
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
扱
い
を

望
む
た
め
、
卸
売
価
格
の
決
定
権
は
流
通
業
者
が
握
る
よ

う
に
な
る
（
買
い
手
独
占
）。
一
方
で
、
特
徴
③
よ
り
大

手
流
通
業
者
が
販
売
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
は

強
い
下
落
圧
力
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
大
手
流
通
業
者
は

利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
卸
売
価
格
を
で
き
る
だ
け
抑
制

し
た
い
。
そ
の
結
果
、
卸
売
価
格
の
低
下
を
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
生
産
者
は
、
自
己
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め

生
産
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
。
つ
ま
り
「
競
争
に
よ
る
販
売

価
格
低
下
→
卸
売
価
格
低
下
→
コ
ス
ト
削
減
」
の
循
環
が

続
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
循
環
に
お
い
て
、
一
般
的
に
は
販
売
価
格
の

下
落
幅
よ
り
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
幅
の
方
が
小
さ
い
た
め

生
産
者
余
剰
は
縮
小
す
る
。
生
産
者
と
流
通
業
者
に
分
け

て
考
え
れ
ば
、（
卸
売
）
価
格
の
決
定
権
を
握
ら
れ
て
い

る
分
だ
け
生
産
者
の
余
剰
へ
の
圧
迫
が
大
き
い
で
あ
ろ
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う
。

　

し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

生
産
者
余
剰
の
拡
大
テ
ン
ポ
が
弱
ま
っ
た
こ
と
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
を
抑
制
し
た
と
と
も
に
、
生
産
者
余
剰
か
ら
の
利

払
い
も
抑
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
高

度
成
長
期
の
「
足
し
算
経
済
」
か
ら
、
効
率
性
を
重
視
す

る
「
引
き
算
経
済
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

一
方
、
買
い
物
の
利
便
性
が
格
段
に
高
ま
っ
た
こ
と
に

よ
り
消
費
者
の
支
払
意
思
額
が
少
な
く
と
も
維
持
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
価
格
競
争
で
販
売
価
格
が
低
下
す
る
こ
と
に

よ
り
消
費
者
余
剰
は
拡
大
す
る
。
し
か
し
、
消
費
者
が
こ

う
し
た
環
境
に
慣
れ
て
く
れ
ば
、
そ
の
支
払
意
思
額
も
低

下
し
て
こ
よ
う
。
す
る
と
、
先
の
循
環
は
さ
ら
に
強
ま

り
、
生
産
者
余
剰
を
圧
迫
す
る
。
こ
の
傾
向
を
強
く
促
し

た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
あ
る
。

三�

、
低
成
長
期
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

特
徴

⑴
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
登
場

　

前
節
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
中
心
の
経
済
か
ら
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

中
心
の
経
済
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
余
剰
の

増
加
テ
ン
ポ
は
鈍
化
し
、
代
わ
っ
て
消
費
者
余
剰
の
拡
大

テ
ン
ポ
は
上
昇
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
通
信
技
術
の

革
新
を
背
景
と
し
た
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
で
あ
る
。
特
に
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
す

ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
新
た
な
活
用
が
見
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
劇
的
な
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

じ
、
消
費
者
余
剰
と
生
産
者
余
剰
に
大
き
な
変
化
を
与
え

た
。
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そ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
広
義
で
と
ら
え
た
「
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
登
場
で
あ
り
、
そ
の

代
表
が
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
グ
ー
グ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ア
ッ
プ
ル
）
や
ウ
ー
バ
ー
、
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド

ビ
ー
な
ど
で
あ
る
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
や
や
極
端
に

言
え
ば
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
取
引
す
る
「
つ
な
が
り
（
市

場
）」
を
創
造
す
る
事
業
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
重
要
な
の
は
、
工
場
や
販
売
店
な
ど

の
物
的
資
産
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
形
成

さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を

持
つ
。

⒜
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
よ
る
独
占

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ユ
ー

ザ
ー
間
に
お
い
て
、
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
が
、
別
の

ユ
ー
ザ
ー
が
得
る
価
値
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
効
果

を
い
う
。

　

電
話
の
普
及
と
同
様
に
、
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企

業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
る
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
に
よ
っ
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
す
ま

す
便
利
で
価
値
が
高
く
な
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果

に
よ
り
競
争
の
勝
者
は
い
わ
ゆ
る
一
人
勝
ち
の
傾
向
が
あ

る
と
い
う
意
味
で
、
現
代
の
新
し
い
独
占
形
態
と
い
え

る
。

⒝
　
非
貨
幣
経
済
の
取
り
込
み

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
生
産
者
と
し
て
参
加
す
る
の
は
企
業

の
み
で
は
な
く
、
消
費
者
も
生
産
者
と
な
り
う
る⑴

。
こ
の

こ
と
は
、
次
の
二
点
を
意
味
す
る
。

　

第
一
に
、
貨
幣
だ
け
で
は
な
く
、
未
稼
働
資
産
（
休
日

し
か
使
わ
な
い
自
家
用
車
な
ど
）
や
不
要
資
産
（
古
書
、

古
着
な
ど
）、
さ
ら
に
は
各
人
の
持
つ
ス
キ
ル
も
価
値
を

生
み
出
す
資
本
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
環
境
は
、「
所
有
か
ら
利
活
用
へ
」
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
の
「
ク
ラ
ス
・
メ
ニ
ュ
ー
」
の
切
り
売
り
の
よ

う
に
、
財
の
み
な
ら
ず
サ
ー
ビ
ス
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
化

を
促
す
こ
と
と
な
る
。

　

第
二
に
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
が
企
業
だ
け
で
は

な
く
、
消
費
者
も
供
給
者
に
な
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

極
端
に
言
え
ば
（
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
れ
ば
）、
そ
の
供

給
源
は
ほ
ぼ
無
限
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
う

し
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
既
存
企
業
の
活
動
を
抑

制
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
。

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
非
貨
幣
経
済
の
取
り
込
み
は
企
業

に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
面
も
あ
る
。
な
か
で

も
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
商
品
レ
ビ
ュ
ー
で
の

情
報
発
信
を
通
じ
た
商
品
・
店
舗
の
無
償
宣
伝
や
、
新
商

品
の
試
用
・
試
食
な
ど
を
通
じ
た
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
へ
の
無
償
協
力
で
あ
ろ
う
。

⒞
　
限
界
費
用
ゼ
ロ
（
効
率
的
ビ
ジ
ネ
ス
）

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る

「
生
産
活
動
」
を
担
う
の
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
た

め
、
事
業
に
必
要
な
物
的
設
備
や
雇
用
は
財
・
サ
ー
ビ
ス

を
供
給
す
る
従
来
型
企
業
に
比
べ
て
少
な
い
。

　

さ
ら
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
な
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
で
あ
れ
ば
、
商
品
の
在
庫
も
不
要
と
な
る
。

ま
た
、
音
楽
・
映
像
な
ど
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て

も
、
商
品
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
原
本
さ
え
あ
れ
ば
ゼ

ロ
・
コ
ス
ト
で
無
限
に
コ
ピ
ー
が
可
能
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
固
定
費

用
は
従
来
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
比
べ
て
極
め
て
小
さ
く
、
生

産
の
限
界
費
用
が
ゼ
ロ
に
近
い
。
そ
の
た
め
、
無
料
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
が
成
り
立
ち
え
る
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
い
え
ば
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ

ネ
ス
は
経
済
効
率
性
を
突
き
詰
め
た
究
極
の
節
約
型
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
。
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以
上
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
徴
を
説

明
し
て
き
た
。
特
に
、
従
来
型
ビ
ジ
ネ
ス
と
比
較
し
た
と

き
に
⒝
と
⒞
の
特
徴
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
特
徴

は
、
経
済
を
極
め
て
効
率
的
に
す
る
と
同
時
に
節
約
的
で

あ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
経
済
成
長
に
必
ず
し
も
寄
与
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
消
費
者
余
剰
の
拡
大
に

大
き
く
貢
献
す
る
た
め
、
消
費
者
余
剰
と
生
産
者
余
剰
を

合
計
し
た
い
わ
ゆ
る
「
経
済
厚
生
（
経
済
の
総
余
剰
）」

を
拡
大
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

⑵
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
生
じ
る
余
剰

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
消
費
者
か
ら
み
て
「
無
料
サ
ー
ビ
ス
」
と

「
有
料
サ
ー
ビ
ス
」
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
両

サ
ー
ビ
ス
で
は
消
費
者
余
剰
と
生
産
者
余
剰
に
及
ぼ
す
影

響
が
異
な
る
た
め
、
分
け
て
説
明
し
よ
う
。

⒜
　
無
料
サ
ー
ビ
ス

　

無
料
サ
ー
ビ
ス
は
検
索
サ
ー
ビ
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ア
プ
リ

の
無
料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
が
典
型
で
あ
り
、
そ
れ
が
余

剰
に
及
ぼ
す
影
響
は
直
接
効
果
と
間
接
効
果
と
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

間
接
効
果
と
は
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
か
ら
派
生
し

て
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
例
え
ば
、
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
比
較
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
場
合
、
そ
の
間
接
効
果
と
し

て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

消
費
者
は
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
複
数
の
価
格
を
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
販
売
競
争
の
激
化
に

つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、
図
表
２
（
Ｂ
）
で
販
売
価
格
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
余
剰
を
拡
大
さ
せ
る
一

方
で
生
産
者
余
剰
を
縮
小
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
消
費
者
が

低
価
格
に
慣
れ
て
支
払
意
思
額
を
低
下
さ
せ
れ
ば
、
前
述

し
た
「
支
払
意
思
額
の
低
下
→
競
争
に
よ
る
販
売
価
格
低

下
→
卸
売
価
格
低
下
→
コ
ス
ト
削
減
」
の
循
環
が
続
く
こ
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と
と
な
る
。

　

で
は
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
直
接
生
み
出
す
消
費

者
余
剰
と
生
産
者
余
剰
（
直
接
効
果
）
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
無
料
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
消
費
者
余
剰
、
生
産
者
余
剰

の
構
造
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
民
間
放
送
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
場
合
に
酷
似
し
て
お
り
、
図
表
３
（
Ａ
）（
無
料
サ
ー

ビ
ス
）
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
般
的
に
検
索
サ
ー
ビ
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
側
の
主
た
る
収
入
源
は
サ
イ
ト
広
告
料
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
者
余
剰
は
広
告
料
か
ら
サ
イ
ト

の
運
営
コ
ス
ト
（
生
産
コ
ス
ト
）
を
控
除
し
た
も
の
と
な

る
。
た
だ
し
、
広
告
自
体
は
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
企
業
で

は
な
く
広
告
制
作
会
社
が
生
み
出
し
た
価
値
で
あ
る
。

　

一
方
、
消
費
者
側
の
利
用
コ
ス
ト
は
ゼ
ロ
だ
か
ら
、
消

費
者
余
剰
は
消
費
者
の
支
払
意
思
額
に
広
告
料
を
加
え
た

も
の
か
ら
広
告
料
を
控
除
し
た
も
の
、
つ
ま
り
支
払
意
思

額
自
体
と
な
る
。
当
然
、
消
費
者
に
と
っ
て
検
索
サ
ー
ビ

支払意思額＋広告料

販売価格＋広告料

支払意思額＋広告料

生産費
生産費

広告料 出店料＋広告料

生産費

財・サービスの供給
者負担の手数料

販売・サービス価格

支払意思額

（C） シェアリング（B） ECサイト（A）無料サービス（直接効果）

A：生産コスト B：生産者余剰（プラットフォーマー）C：生産者余剰（財・サービス提供者）D：消費者余剰

図表３　プラットフォーム・ビジネスと生産者余剰・消費者余剰

（注）�　１．生産費はプラットフォーマーの費用をいう。
�　　　２．シェアリングの販売・サービス価格には消費者側の手数料を含む。
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ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
価
値
は
大
き
い
た
め
、
消
費
者
余
剰

も
有
料
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
も
の
よ
り
大
き
な
も
の
と
な

る
。

⒝
　
有
料
サ
ー
ビ
ス

　

有
料
サ
ー
ビ
ス
は
、
音
楽
や
映
像
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
商

品
の
有
料
配
信
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
営
、
広
義
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
分
類
さ
れ
よ
う
。

ⅰ　

デ
ジ
タ
ル
商
品
の
有
料
配
信

　

デ
ジ
タ
ル
商
品
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
消
費
者
余

剰
と
生
産
者
余
剰
の
構
造
は
、
図
表
２
（
Ｂ
）
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
商
品
の
特
徴
は
、
原
本
と
ほ
ぼ
同
品
質
の
コ

ピ
ー
が
無
限
に
作
成
で
き
、
し
か
も
そ
の
保
管
コ
ス
ト
が

極
め
て
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
莫
大
な

ユ
ー
ザ
ー
（
消
費
者
）
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

商
品
一
単
位
当
り
の
制
作
コ
ス
ト
、
著
作
権
者
に
支
払
う

著
作
権
料
（
図
表
で
い
え
ば
卸
売
価
格
と
生
産
コ
ス
ト
の

差
に
該
当
し
、
著
作
権
者
の
生
産
者
余
剰
を
表
す
）
な
ど

を
極
め
て
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
限
界
費
用
ゼ

ロ
）。
し
た
が
っ
て
、
販
売
価
格
は
極
め
て
低
い
が
、
販

売
数
が
多
け
れ
ば
配
信
会
社
の
生
産
者
余
剰
は
大
き
な
も

の
と
な
る
。

　

一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
消
費
者
に
と
っ
て
、
音
楽
や
映
像

を
物
理
的
な
ア
ナ
ロ
グ
商
品
、
デ
ジ
タ
ル
商
品
い
ず
れ
の

形
態
で
提
供
さ
れ
よ
う
と
支
払
意
思
額
に
差
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
低
価
格
の
デ
ジ
タ
ル
商
品
と
し
て
得
る
こ
と

に
よ
り
消
費
者
余
剰
は
拡
大
す
る
。

ⅱ　

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
営

　

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
営
会
社
は
、
商
品
の
供
給
側
（
出
店

者
）
と
消
費
者
と
を
仲
介
し
て
い
る
だ
け
の
た
め
、
消
費

者
余
剰
と
生
産
者
余
剰
の
構
造
は
前
述
し
た
無
料
サ
ー
ビ

ス
の
直
接
効
果
と
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
消
費
者
に
と
っ
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て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
獲
得
は
無
料
で
は
な
く
、
ま
た
出

店
者
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
に
出
店
料
を
支
払
う
た
め
、
そ
の
構

造
を
図
示
す
れ
ば
図
表
３
（
Ｂ
）（
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
）
の
よ

う
に
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
の
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
、
同
じ
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
同

類
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
複
数
の
出
店
者
が
競

争
す
る
た
め
、
販
売
価
格
の
競
争
は
か
な
り
激
し
い
。
し

た
が
っ
て
、
出
店
者
側
の
生
産
者
余
剰
は
小
さ
く
、
消
費

者
側
の
消
費
者
余
剰
は
大
き
い
。
な
お
、
中
古
品
販
売
の

場
合
、
中
古
品
は
新
た
に
生
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の

で
、
出
品
者
が
そ
の
販
売
に
よ
っ
て
得
た
金
額
（
生
産
者

余
剰
）
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
計
上
さ
れ
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た

い
。

　

一
方
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
営
者
側
の
生
産
者
余
剰
は
出

店
料
と
広
告
料
の
合
計
か
ら
サ
イ
ト
の
運
営
コ
ス
ト
を
控

除
し
て
決
ま
る
。
と
は
い
え
、
出
店
者
を
確
保
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
高
額
の
出
店
料
を
取

る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

ⅲ　

広
義
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

　

此
本
臣
吾
『
デ
ジ
タ
ル
資
本
主
義
』
に
よ
れ
ば
、
広
義

の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
①
狭
義
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
未
稼
働
資
産
の
シ
ェ
ア
）、
②

協
働
型
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｐ
２
Ｐ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
の

提
供
）、
③
協
働
型
消
費
（
企
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
）、
④
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
（
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

者
と
提
供
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
は
前
述
し
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
営

に
該
当
し
、
ま
た
③
も
事
業
構
造
的
に
は
従
来
型
の
も
の

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
組
み
込
ん
だ
も
の
に
近
い
た
め
、

以
下
で
は
純
粋
な
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
え
る

①
と
④
に
つ
き
説
明
す
る
。

　

純
粋
な
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
消
費
者

余
剰
と
生
産
者
余
剰
の
構
造
を
図
示
す
れ
ば
図
表
３
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（
Ｃ
）（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
の
よ
う
に
な
り
、
構
造
的
に
は

（
Ｂ
）（
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
）
に
類
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
の
図
で
、
消
費
者
が
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
の
借
り
手
と
な
り
、
出
店
者
が
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
貸
し

手
と
な
る
。

　

ま
た
、
広
告
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
主
た
る
収
入
源
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

（
借
り
手
、
貸
し
手
の
双
方
）
か
ら
の
手
数
料
で
あ
る
。

ま
と
め
～
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が�

�

低
成
長
と
低
金
利
を
促
す
～

　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
は
『
資
本
主
義
、
社
会
主
義
、
民
主
主

義
』
の
な
か
で
、「
資
本
主
義
の
企
業
は
ま
さ
に
そ
の
功

績
に
よ
っ
て
進
歩
を
自
動
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
結
果
的

に
自
ら
の
存
在
を
不
要
に
す
る
傾
向
が
あ
る
―
成
功
が
あ

だ
に
な
っ
て
自
滅
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い

る
。

　

資
本
主
義
（
企
業
）
が
自
滅
す
る
要
因
と
し
て
、
シ
ュ

ム
ペ
ー
タ
は
社
会
学
的
要
因
、
文
明
論
的
要
因
を
詳
細
に

述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
一
言
で
い
え
ば

大
企
業
へ
の
経
済
集
中
と
人
々
の
生
活
水
準
の
向
上
に
伴

い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
（
企
業
者
）
精
神
が
衰
退

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
一
節
で
述
べ
た
シ
ュ
ム

ペ
ー
タ
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
衰
退

が
経
済
の
発
展
を
停
滞
さ
せ
、
利
潤
率
が
低
下
す
る
か
ら

金
利
も
低
く
な
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
生
活

水
準
が
向
上
し
て
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
進
展
し
続
け

た
。
と
は
い
え
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
ず
し

も
経
済
成
長
に
結
び
つ
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

な
か
で
も
、
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
効
率
性

の
向
上
に
重
点
を
置
く
も
の
だ
け
に
、「
競
争
に
よ
る
販

売
価
格
低
下
→
コ
ス
ト
削
減
→
賃
金
（
所
得
）
低
下
→
消
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費
者
の
支
払
意
思
額
低
下
→
競
争
に
よ
る
販
売
価
格
低
下

→
…
」
と
い
う
引
き
算
経
済
の
循
環
を
促
す
。
特
に
二
一

世
紀
に
入
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ジ
タ
ル
経
済
」
の
時
代

に
な
る
と
こ
の
傾
向
が
一
段
と
強
ま
っ
た
。
本
文
で
は
述

べ
な
か
っ
た
が
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化
）
な
ど
も
す

べ
て
費
用
節
約
型
の
革
新
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
効
率
性
と
節
約
を
重
視
す
る
流
れ
の
中
で

は
、
企
業
の
資
金
需
要
は
抑
制
さ
れ
る
か
ら
金
利
は
低
く

な
り
、
ま
た
人
件
費
が
抑
制
さ
れ
る
の
は
当
然
の
帰
結
で

あ
ろ
う
。
特
に
、
こ
の
数
年
に
わ
た
り
企
業
利
益
が
拡
大

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
の
上
昇
率
が
低
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
企
業
の
利
益
が
拡
大
し
て
い
る
の
は
賃

金
、
利
払
い
と
い
っ
た
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
結
果
な
の
で

あ
る
。

　

一
方
で
、
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
消
費
者
余

剰
を
拡
大
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
に
反
映
さ
れ

に
く
い
。
こ
の
消
費
者
余
剰
の
大
き
さ
を
測
る
べ
く
各
国

の
研
究
者
が
模
索
し
て
い
る
。
消
費
者
余
剰
が
正
確
に
計

測
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
た
と
し

て
、
そ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
消

費
者
余
剰
が
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
賃
金
が
上
が
ら
な
く

と
も
よ
い
と
労
働
者
が
納
得
す
る
の
だ
ろ
う
か⑵

。

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
化
は
今
後
も
ま
す
ま
す
進
展
し
、
そ
れ

に
伴
い
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
を
お
い
た

「
引
き
算
経
済
」
の
傾
向
は
続
く
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

経
済
成
長
率
が
高
ま
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
効
率
性
を
重
視

し
た
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
し
て
い
る
の
は
「
民
間
」
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
「
民

間
」
に
所
得
分
配
の
是
正
役
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
ま

い
。
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
政
府
」
し

か
い
な
い
の
で
あ
る
。
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イノベーションは経済を成長させるのか？
（
注
）

⑴　

な
お
、
非
貨
幣
経
済
の
取
り
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
で
の
セ
ル
フ
サ
ー
ビ

ス
、
銀
行
で
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
に
よ
る
顧
客
の
労
働
力
の
取
り
込
み

や
、
古
書
店
な
ど
を
通
じ
た
消
費
者
か
ら
の
中
古
品
提
供
で
あ
る
。

こ
う
し
た
非
貨
幣
経
済
の
拡
大
を
、
Ａ
．ト
フ
ラ
ー
は
「
生
産
＝
消
費

者
（
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
）
の
復
活
」
と
い
う
形
で
一
九
八
〇
年
の
著

書T
he T

hird W
ave

（『
第
三
の
波
』）
で
注
目
し
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
出
現
を
予
測
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
貨
幣
経
済
の
拡
大
が
続
い
て
い
た
時
代
に
そ
の
予
兆
を

感
じ
取
っ
て
い
た
と
は
、
ま
さ
に
慧
眼
で
あ
る
。

⑵　
『
国
富
論
』
に
お
い
て
Ａ
．ス
ミ
ス
は
、
国
民
の
労
働
に
よ
り
年
々

再
生
産
さ
れ
、
そ
の
国
民
が
年
々
消
費
す
る
生
活
の
必
需
品
と
便
益

品
を
国
富
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
で
い
え
ば
家

計
最
終
消
費
支
出
に
該
当
す
る
が
、
消
費
者
の
厚
生
を
重
視
し
て
い

る
と
い
う
意
味
で
は
、
ス
ミ
ス
は
国
富
を
消
費
者
余
剰
の
概
念
で
と

ら
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
賃

金
の
上
昇
率
が
低
く
、
結
果
的
に
消
費
支
出
の
伸
び
が
低
く
と
も
、

消
費
者
余
剰
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
民
経
済
は
改
善
し

て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
す
ど
う
　
と
き
ひ
と
・
獨
協
大
学
教
授
　
当
研
究
所
客
員
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究
員
）


